「様式第１号」
　　年　　月　　日
一般財団法人　敬愛まちづくり財団　
理事長　堀　秀也　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　　　　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
いのちと生きがいプロジェクト（令和３年度）支援金支給申請書
別紙書類の通り「いのちと生きがいプロジェクト」にかかる活動を実施したいので、貴プロジェクトの要領により支援金の支給を希望いたします。
記
　　１　活　動　名　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　２　活動プラン費総額　　　￥
　　３　支援金申請額　　　　　￥
「申請資料１」

団　体　　等　　概　要　書
	ふりがな
	
	法人格（○で囲む）

あり・なし

	団体等の名称
	
	

	
	
	

	団体等の所在地
	〒

	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	ふりがな
	

	申請代表者名
	　　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　

	ふりがな
	

	担当者名

（携帯等連絡先）
	連絡先電話番号

	ホームページ等
	e-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
http://

	団体等の理念
	

	団体等の沿革、

活動実績
	

	財政状況
	前年度末基本財産
	前年度決算総額　

	
	基本財産
	
	総収入
	

	
	※基本財産がある団体のみ記入してください。
	総支出
	


前年度決算総額は、貴会全体の収入、支出額を記載してください。
「申請資料２－１」
活動提案書
	活動名　

	活動立案の経緯、目的、趣旨（申請者の想いやビジョン）


	活動の区分（それぞれ該当する番号に必ず○印をつけてください。）

	活動
テーマ
	該当すると思われる項目番号の全てに○を付けて下さい。
①「子ども・若者のすこやかな成長」について考えさせられるもの
②「生や死」について考えさせるもの
③「死への準備教育」に関するもの
④在宅での療養、ターミナルケアに関するもの
⑤終末期患者家族への支援に関するもの　　　
⑥「終末期をどう生きるか」に関するもの　
⑦その他、いのちと生きがいプロジェクトの趣旨に合致すると認められるもの


	活動
内容
	最も該当すると思われる項目番号を一つ選んで○を付けて下さい。
活動内容
1 情報発信
2 人材育成
3 調査研究
4 ボランティア活動　
5 ネットワーク構築
　　　　　　

	活動の内容（日時、場所、講師名、参加者等、実施方法、実施内容等が明確となるよう具体的にご説明ください。）


	期待される成果（活動を通じての成果や結果、目指していきたいことをご説明ください。）



· 記載スペースが足りない場合は、上記項目に従って添付書類で補足してください。
「申請資料２—２」
活動提案書
	アピールポイント１：この活動が、いのちと生きがいプロジェクトの趣旨と合致している点について、具体的かつ簡潔にお聞かせ下さい。


	アピールポイント２：実現性（実現とその発展のために、活用したいと考えている人、物、場所等についてお聞かせ下さい）　


	アピールポイント３：継続性（この活動が継続性を持って展開していくための仕組みや提案についてお聞かせ下さい。従前に本プロジェクトの助成を受けている団体は、従前の活動をどう生かすかについてもお聞かせ下さい。）


	アピールポイント４：独創性（この活動が他の活動のモデルとなる点について、簡単にお聞かせ下さい。）


	総事業費
　　　　　￥
	支援金申請額
￥

	支援金の使途
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



· 記載スペースが足りない場合は、上記項目に従って添付書類で補足してください。
· 支援金申請額…１万円単位で金額を記入してください。上限額：１０万円（申請金額が１０万円に満たない場合は申請金額とします。）
　「申請資料３」
活動収支予算書
　＜収入の部＞
（単位：円）
	
	金額
	内　　　　訳

	いのちと生きがいプロジェクト支援金申請額
	（ａ）
	

	他機関からの助成・補助金等
	－
	

	
	決定済額
	
	助成・補助機関名：

	
	申請中もしくは申請を予定
している額
	
	助成・補助機関名：

	自己資金
	－
	

	
	講演会等参加者負担
	
	＠　　　　円×　　人＝
＠　　　　円×　　人＝

	
	寄附金収入
	
	

	
	会員からの会費等
（講演会等参加者負担を除
く）
	
	＜会費＞
＠　　　　円×　　人＝
＜その他（　　　　　　　　）＞
＠　　　　円×　　人＝

	
	その他（　　　　　　　）
	
	

	
	
	

	　　合　　　　　　　計　
	（ｂ）
	


＜支出の部＞
	
	金額
	内訳
	支援金充当額

	事　　　
業　
　費　
　　

	講師謝金

	
	＠　　　　　円×　　人＝
	

	
	協力者謝礼
	
	＠　　　　　円×　　時間×　　人
　＝
	

	
	旅費交通費

	
	＜講師＞
＠　　　　　円×　　人＝
＜その他（　　　　　　　　）＞
＠　　　　　円×　　人＝
	

	
	通信運搬費
	
	
	

	
	事務消耗費
	
	
	

	
	印刷費
	
	
	

	
	会場費
	
	
	

	
	
	
	
	

	予備費
	
	
	－

	合　　　計
	（ｃ）
	
	（ｄ）


※円未満の端数が生じた場合には、金額を切り捨ててください。また、収入計（ｂ）と支出計（ｃ）は同額になるようにしてください。
※講演会等参加者負担、寄付金収入、会員からの会費等の自己資金も、漏れなく記入してください。
※通信運搬費、事務消耗費、印刷費等は、経費を要する理由（例：講演会プログラム印刷費、アンケート調査郵送費等）も内訳欄に記入して下さい。
※会場費には、講演会、打ち合わせ会議等の会場借り上げ料を計上してください。
※予備費に支援金を充当することは認められません。
※収入の「いのちと生きがいプロジェクト支援金申請額」（ａ）と支出の「支援金充当額」の合計（ｄ）は同額となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
（別表）支援の対象となる活動経費
	適
当
と
認
め
ら
れ
る
経
費
	（１）　物品・資材購入費
　・資材、書籍等の購入費
　・筆記用具等消耗品購入費
	ただし、参加者への配布を目的とする場合は認められない

	
	（２）　使用料・賃借料
　・会場借上料
　・車両借上料
　・パソコン、携帯電話等備品のリース代　
	

	
	（３）　通信・運搬費
・物品の運搬費
　・資材、資料等の郵送費、切手代
・電話回線使用料
	電話回線使用料（ＦＡＸ含む）については、個人や事務局運営にかかる経費と当該活動実施にかかる経費が明確に区分できる場合のみ

	
	（４）　普及広報費
　・チラシ、リーフレット、ポスターや報告書の印刷代
　・フィルム代、現像代等
	

	
	（５）　保険料
　・活動実施に必要な各種保険料等
	

	
	（６）　人件費
　・外部講師に対する謝礼
・協力者に対する謝礼
　　（例：アンケート調査結果の入力作業、実習・視察受入機関への謝礼など）
	上限５０，０００円（１人１回当たり）
上限１，０００円（１人１時間当たり）


	
	（７）　旅費、交通費
	公共交通機関の料金相当額

	
	（８）　その他
・講師宿泊費
	上限１５，０００円（１人１泊当たり）

	適
当
と
認
め
ら
れ
な
い
経
費

	（１）　事務局にかかる人件費
　・団体、サークル等の構成員等の給与や報酬にあたる経費
	

	
	（２）　飲食費、懇親会費
	会議等のコーヒー代（１人５００円以内）程度は認める

	
	（３）　備品購入費
・パソコン、携帯電話等の購入費
・本棚、机等の購入費　　
	

	
	（４）　娯楽費
・観光施設等の利用料
	

	
	（５）　外部委託費
　・調査等の委託費
	

	
	（６）　その他
・社会通念上、講師個人や参加者個人等が支払うのが適当と思われる経費
	


〔助成回数〕








＊事務局記入欄、申請者記入不要








〔直近の助成


年度〕












